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人類の目標である SDGs の実現には各種ディ
ジタル機器に対するサイバー攻撃への防御、
スマートウォッチなどの IoT 機器が収集する
データの信頼性確保、AI が生成するデータの
正しさの保証が必要です。本研究室はサイバー
攻撃への防御、プライバシ保護、データの信
頼性を保証するブロックチェーン、また、量
子計算機の実現時にも安全な耐量子暗号につ
いて研究しています。
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セキュリティ、AI、医療・ヘルスケア分野、データ解析

安全・安心なディジタル社会を実現する
情報セキュリティ技術
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